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国家、国民のためにひたすら祈る 

  

天皇陛下 

  

絆を強め助け合って国難の乗り切 

  

りを希望 

  
  
   建国記念の日・奉祝中央式典の続報です。今回は第二部、安部晋三元首相の記念講演「美しい国へー戦後レジームからの

脱却」の要旨を二回に分けてお届けします。安倍元首相は日本が独立を回復した後に生まれた戦後初の首相であり、僅か一年

という短期間ながら、教育四法の改正、憲法改正に道を開く国民投票法、防衛庁の省への昇格など、目覚ましい功績を残しまし

た。いまでも保守派には非常に人気があります。再登板を期待する声は根強いものがあり、会場からの拍手もそれを裏付けてい

ました。 
  

  
 日本の国柄の中心軸は天皇陛下と語る安倍晋三氏 
  
 今年は天皇陛下御即位二十周年、また天皇皇后両陛下ご結婚五十周年という記念すべき建国記念の日が、かくも盛大に各国

大使多数ご出席の元に開催されましたこと、心からお喜び申し上げます。新年にあたり天皇陛下は「いまこそ絆を強め、お互い

が助け合ってこの国難を乗り切って参りましょう」と述べられておりましたが、本当に天皇陛下らしいお言葉だなと思いました。 
  

日本の国柄の中心線はやはり「皇室」 

  
 日本は古来から家族の絆、地域の絆、そして国の絆の中で本当に助け合って困難を乗り越えてきました。良く「国柄」と言いま

すが、長い長い歴史の中で、日本人の古来からの営みの積み重ねの中で自然に出来上がってきたもの、それが「日本の国柄」

ではないかと思います。それは例えて言えば「つづら織り」のようなもの（タペストリー）で、そこにはその時代時代の人々の歴史

が織り込まれています。しかし、その中心線はやはり「皇室」だろうと思うわけです。 
  
 しかも、その中心線である皇室は、古来からず～と継続して途切れることなく今日まで続いています。私が総理になって、皇室

の様々な行事に参加する機会がありましたが、皇居での祭祀に立ち会うのは「新嘗祭」です。これは十一月の寒いときに、賢所

でローソクと薪だけで五穀豊穣と国民の安念、平和を夕方から深夜まで祈り続ける大変厳しい行事です。 
  
 ここが外国の王室との 大の違いで、日本の皇室は征服王的な存在ではなく、ひたすら国民と国家のために祈っている、そう
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いう存在であるということを私達は改めて忘れてはならないと感じた次第です。大変な困難な時代ですが、私達は天皇陛下のお

言葉を噛みしめながら、それぞれ果たすべき責任をしっかり果たしていかなければならないと思います。 
  

  
参加者全員で日の丸に向かって君が代を斉唱した 
  

降り積もる 御雪に耐えて 色変えぬ  

      松ぞ雄雄しき 人も斯く在れ 

  
 現在の困難を「百年に一度」といいますが、いまから六十四年前、日本は敗戦を経験しました。多くの人は愛する人を失いまし

た。全財産を失った方も多かったし、工場は瓦礫の山と化しました。 
  
 翌年、昭和21年の歌会始に昭和天皇は、「降り積もる 御雪に耐えて 色変えぬ 松ぞ雄雄しき 人も斯く在れ」と御製されまし

た。国が破れ、いまは敗戦下にあるけれども、この雪の中で青々とした美しさを失わない強靱な松のように、日本人も日本人の

素晴らしさ、美しさを失わないでいたい、こういう意味の歌であっただろうと思います。 
  
 しかし戦後の日本はGHQの手によって作り替えられたのだと私は思います。それは憲法と教育四法です。日本は国連分担金

の約18％を拠出しています。これはアメリカに次いで二位、それどころか常任理事国である中国、ロシア、イギリス、フランスの四

ヶ国を合わせたよりも多いのです。 
  
 しかし、世界はこうあるべきだ、こうするべきだとは日本は主張しませんでした。これが典型的な日本の外交の姿でした。請求書

がくると真面目にこつこつと支払っているだけ、これを「日本は徳川時代に鎖国をしていたから内向きだ」という人がいますが、私

はそれは違う、原因は憲法だと思います。 
  

平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して？ 

  
 憲法の前文にはこう書いてあります。「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意

した」。普通の国の憲法には、「国民の生命財産と国土は断固として守る」と書いてありますね。世界の国々は全て平和を愛する

諸国民ですから、その人達に私達国民の生存も安全もお任せしますよ、というかなり思い切った宣言がなされています。 
  
 その次にはこう書いてあります。「専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めている国際社会において、名誉

ある地位を占めたいと思う」。これも日本が主体的に専制と隷従をなくそうと世界に宣言したものではなくて、世界がそう考えてい

るのだから、その中で日本は褒めて貰おうという意味なんです。（以下次号） 
  
  

カテゴリ： コラむ    フォルダ： 指定なし コメント(9) 

コメント(9) 
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コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/02/12 21:52Commented by 花うさぎ さん 

・お知らせ 

 
いつも精力的に活動なさっている「なめ猫」さんがカンパを訴えています。皆様、ご協力の

ほどよろしくお願いします(--)。 
 
≪ご支援のお願い≫ 
私も15日の在日特権を許さない市民の会の講演会（福岡会場）参加します。 
福岡市内にあるソフトバンクドームでCOMIC CITY 福岡19が開催されるということで、

国会で審議中の児童ポルノ法案厳罰化の動きに警鐘を鳴らすチラシを配布してきまし

た。  

 
左右関係なく表現の規制、権力の介入は許しません。  
また、偏向教育の情報や不正常な教育委員会事務局など情報がございましたらお寄せ

下さい。 できるだけ具体的な情報をお寄せいただければ、対応していきたいと思いま

す。  

 
15日の在特会の講演会、来週は行政の情報公開開示などが控えております。 
チラシ印刷代、交通費、宿泊代、図書調査費、情報公開請求の文書代など費用がかかり

ます。活動推進のために、皆さまから暖かいご支援を賜りますことが出来れば誠に 幸い

です。  

 
御支援何卒、よろしくお願いしますm(__)m  
■カンパのお振込先  
郵便口座 １７４９０－６３８３４３９１ 
近藤将勝 コンドウマサカツ 
西日本シティ銀行筑後支店２７６   
普通 ０９２７３９７ 近藤将勝  コンドウマサカツ   

 

2009/02/12 23:54Commented by 風来坊 さん 

安部さん、 近は幾分太られてようですね。体調が回復したようで何よりです。 
それに、実にいいことをおっしゃっていますね。まともな日本人の思いを語っていると思い

ます。しかし、願わくば、総理在任中にその思いを目一杯に語って欲しかった。靖國へも

堂々と参拝して欲しかった。同じ事は麻生総理にも言えますが、エゲツないネガ・キャンな

ど想定して総理になったのだろうから、ここは耐えて初志を貫いて欲しいものです。 

 

 

2009/02/13 05:14Commented by 患者ＩＤ112904 さん 

おはようございます。 
花うさぎさん 

 
いいねえ～、素晴らしい言葉ですね。 

 
首相の靖国参拝は、安倍さん、麻生さん、８月１５日だけでも行きたいと願っていられると

思いますが、抑止力、防衛力もママならず憲法にがんじがらめに縛られ、おまけに日本の

主要産業はシナの地に拠点を移し金儲けに必至の状態です、これらの生命財産も守らね

ばなりません。靖国参拝した小泉氏の行動を賛美する保守派は多いけど、彼の目的は

「郵政民営化」だけでした。本当に日本国の国益を考えていたか今も大きな疑問です。ブ

ッシュ大統領夫妻の前でプレスリーのサングラスをかけて歌った姿などは国辱ものです。 

 
小生には戦没家族はいませんが靖国神社崇敬奉賛会会員です。 
現在は重度の糖尿病、脳梗塞などで参拝は行けませんが、長男が節目節目に代参して

います。 

 
次回のエントリ楽しみにしています。有難うございました。 

 

 

2009/02/13 07:31Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん おはようございます。 
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>安部さん、 近は幾分太られてようですね。体調が回復したようで何よりです。 
 
たしかに以前よりふっくらしているようです(^^)。 
 
>それに、実にいいことをおっしゃっていますね。まともな日本人の思いを語っていると思

います。 

 
日本人としての基本的な思いですね。 

 
＞同じ事は麻生総理にも言えますが、 

 
小泉さんが反発したとの報道がされていますが、麻生さんは断崖絶壁に立たされている

のですから、本来の保守政治に徹して欲しいですね。 

 
村山・河野談話見直し、集団的自衛権、靖国参拝。活路は原点に戻ることだと思います

が？。 

 

2009/02/13 07:41Commented by 花うさぎ さん 

To くぼたさん おはようございます。 
 
>いいねえ～、素晴らしい言葉ですね。 
 
天皇陛下が国家・国民のために祈っているという事実を左翼はどの程度知っているのか

興味深いですね。 

 
>彼の目的は「郵政民営化」だけでした。 
 
また出てきて麻生さんに噛みついてますよ。小泉さんは保守ではないですね。 

 
>小生には戦没家族はいませんが靖国神社崇敬奉賛会会員です。 
>現在は重度の糖尿病、脳梗塞などで参拝は行けませんが、長男が節目節目に代参し

ています。 

 
そうですか、どうぞお大事になさって下さい。 

 

2009/02/13 09:32Commented by さくらの こころ さん 

花うさぎさん、おはようございます。 

 
建国記念の日関連のエントリアップありがとうございます。 現職首相が国民に向かって

ともに祝うメッセージを送れないのは、やはり残念ですね…。 

 
安倍氏は稀有な小泉氏の後だけに、「小泉さんは経済第一の構造改革をすすめた。私は

日本（人）を取り戻すための構造改革を断行する！」と明言し具体的な敵を挙げていれ

ば、小泉流マスコミを逆手にとって使い国民の支持を堅持できたのではと思っています。 

 
「経済大国」を維持し「世界の貢クン」でいるか、「健全国」の「日本」を目指すか…。 良い

所取りができれば 高なんですけどね…。 

 

 

2009/02/13 10:45Commented by 花うさぎ さん 

To さくらの こころさん  
 
おはようございます。 

 
＞現職首相が国民に向かってともに祝うメッセージを送れないのは、やはり残念です

ね…。 

 
おっしゃるとおりで残念と言うよりおかしいですよね？。 

 
>私は日本（人）を取り戻すための構造改革を断行する！」と明言し具体的な敵を挙げて

いれば、小泉流マスコミを逆手にとって使い国民の支持を堅持できたのではと思っていま
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す。 

 
その場合は戦後教育をゆがめた日教組とそれを支持する左翼と政党になるでしょうね。

戦後レジームとまとめたものですから、マスコミも含めてまわりが全部敵になっちゃいまし

た(^^；。 
 
>良い所取りができれば 高なんですけどね…。 
 
理想は高く、それで行きましょう。健全国で経済も政治も外交も、民族としても世界の範た

る存在にしたいものです。 

2009/02/13 16:22Commented by すずめめだか さん 

小泉氏のことを褒める方が多いのですが、私は同氏に日本人としての心の中からの誇り

ある行動が見えず未だに疑問符しか持ち合わせていません。 
靖国参拝も本心で行ったと思えません。 
これらはあくまでも主婦の嗅覚なので、理由を言えといわれても説明できません。 

 
安倍氏には就任前から北朝鮮問題にからみ発言をつまんでいくと小泉氏に欠けていた国

を思う気持ちが強く感じられ、今度こそ靖国参拝、土下座外交との決別を期待していまし

たのでとても残念でした。 
確かにもう一度再登板していただきたいのですが、顔つきがふっくらされたというよりもむ

くんでいるように感じられ本当に体調は大丈夫なのでしょうか。会場で直接声を聞かれた

花うさぎさんはどのように思われますか？ 

 
私の住む北九州市議選が終わり各会派届けがされました。 
民主党と社民が統一され市議会の第一会派となりました。 
これを見てどんな市だか想像できるでしょう。げんなり。  

 

2009/02/13 17:59Commented by 花うさぎ さん 

To すずめめだかさん こんばんは。 
 
>あくまでも主婦の嗅覚なので、理由を言えといわれても説明できません。 
 
鋭いですね～。その臭覚の通りだと思いますよ。 

 
＞むくんでいるように感じられ本当に体調は大丈夫なのでしょうか。 

 
言われてみると確かにそうかも知れません。ただ声は大丈夫、元気でした。 

 
>民主党と社民が統一され市議会の第一会派となりました。 
>これを見てどんな市だか想像できるでしょう。げんなり。 
 
うわ～、左翼が強い地区なんですね。困ったものですね(^^；。 

 

5安倍晋三、美しい国へ（上） ：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/910777/


